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平成19年第３回定例会審議

　平成19年第３回定例会が、９月６日から９月20日までの15
日間の会期で開催されました。今定例会では決算審査特別委員会を
設置後、各特別委員会へ付託し、12日、13日の２日間において、
平成18年度各会計決算を審査しました。また、平成19年度各会
計補正予算、条例の制定及び一部改正などについて、各所管の常任
委員会へそれぞれ付託して審査を行ったほか、10日、11日の２日
間においても一般質問（後頁Ｐ11～14）が行われました。

今
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
等
の
要
旨

は
次
の
と
お
り
で
す
。

発
議
第
５
号

か
す
み
が
う
ら
市
議
会
議
員
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て　

可
決

▼
発
議
第
５
号
は
、
議
長
の
報
酬
月
額
を

33
万
４
千
円
・
副
議
長
を
28
万
５
千
円
・

議
員
を
26
万
９
千
円
と
改
正
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

質
疑　

今
回
の
住
民
の
運
動
に
よ
っ
て
、

１
万
３
千
名
の
署
名
が
提
出
さ
れ
、
改

正
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
結
果
に

な
っ
た
が
、
報
酬
等
審
議
会
委
員
の
立

場
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

議
員　

報
酬
審
議
会
委
員
の
方
も
、
近

隣
の
市
町
村
及
び
県
全
域
の
議
員
報
酬

と
い
う
も
の
を
鑑
み
な
が
ら
答
申
い
た

し
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、

議
会
に
お
い
て
議
員
16
名
が
賛
成
し
可

決
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
間
違
い
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
今
回
、
市
民

へ
の
周
知
が
遅
か
っ
た
こ
と
、
こ
れ
は

議
会
の
責
任
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
の
時
勢
に
38
万
円
と
い
う
金
額
の
表

現
の
仕
方
も
、
41
％
ア
ッ
プ
ば
か
り
が

注
目
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
県
内
で
も
平

均
的
な
金
額
と
私
は
確
信
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
い
つ
の
日
か
議
員
の
報
酬
、

さ
ら
に
は
特
別
職
の
報
酬
に
ま
で
考
え

て
い
た
だ
け
る
時
期
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

議
案
第
74
号

平
成
18
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て　

認
定

▼
議
案
第
74
号
は
、
平
成
18
年
度
か
す
み

が
う
ら
市
一
般
会
計
の
決
算
額
で
歳
入

総
額
１
５
０
億
８
９
５
万
円
、
歳
出

総
額
１
４
２
億
４
，
２
８
７
万
３
千

円
、
形
式
収
支
額
は
、
７
億
６
，

６
０
７
万
７
千
円
と
な
り
、
こ
の
う
ち

翌
年
度
に
繰
越
す
繰
越
明
許
費
繰
越
額

を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
７
億
１
，

７
９
４
万
７
千
円
の
決
算
額
で
す
。

質
疑　

平
成
18
年
度
決
算
に
係
る
予
算

現
額
と
の
比
較
に
お
け
る
１
０
０
万
円

以
上
の
差
額
、
不
納
欠
損
に
至
っ
た
理

由
、
財
産
売
り
払
い
の
収
入
に
つ
い
て
、

起
債
の
当
初
予
算
と
の
対
比
、
生
活
保

護
費
で
扶
助
費
内
訳
の
説
明
を
求
め
る
。

市
民
部
長　

比
較
の
う
ち
１
０
０
万

円
以
上
の
差
額
の
歳
入
に
つ
い
て
市
民

税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
等
・

外
国
人
登
録
事
務
委
託
金
・
社
会
福
祉

費
委
託
金
・
徴
税
費
委
託
金
・
延
滞
金

が
増
で
す
。
手
数
料
・
老
人
医
療
費
補

助
金
が
減
で
す
。
不
納
欠
損
に
つ
い

て
は
、
個
人
市
民
税
で
３
３
４
万
６
，

５
４
７
円
、
40
件
で
す
。
執
行
停
止

後
の
３
年
経
過
が
22
件
、
即
時
消
滅

が
18
件
の
内
容
で
す
。
固
定
資
産
税
が

３
９
９
万
７
１
円
、
19
件
で
、
執
行
停

止
の
３
年
経
過
で
す
。
軽
自
動
車
税
は

５
万
９
，
４
０
０
円
で
５
件
で
す
。
執

行
停
止
の
３
年
経
過
が
４
件
、
即
時
消

滅
が
１
件
と
い
う
内
容
で
す
。
歳
出
で

１
０
０
万
円
以
上
の
差
額
は
民
生
費
の

社
会
福
祉
費
・
負
担
金
補
助
の
扶
助
費

で
す
。

総
務
部
長　

財
産
売
払
収
入
７
７
４
万 

２
，
２
０
０
円
に
つ
い
て
は
、
５
件
・

７
筆
の
総
面
積
９
１
１
㎡
の
土
地
を
払

い
下
げ
た
も
の
で
す
。

市
長
公
室
長　

平
成
18
年
度
起
債
に
つ

い
て
は
、予
算
で
24
億
１
，８
５
０
万
円
、

実
借
入
額
21
億
３
７
０
万
で
す
。

福
祉
部
長　

平
成
18
年
度
の
決
算
で
保

護
費
全
体
で
は
、
４
億
１
０
０
万
円
で

す
。
そ
の
う
ち
生
活
扶
助
が
９
７
８
万

円
、対
象
者
１
７
６
名
。
住
宅
扶
助
が
４
，

３
６
０
万
円
、
対
象
者
１
３
５
名
で
す
。

医
療
扶
助
が
２
億
３
，
１
０
０
万
円
、

対
象
者
１
７
５
名
で
す
。

議
案
第
75
号

平
成
18
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て　

認
定

▼
議
案
第
75
号
は
、
平
成
18
年
度
か
す

み
が
う
ら
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
の
決
算
額
で
歳
入
総
額
39
億
５
，

４
８
８
万
円
、
歳
出
総
額
39
億
７
，

９
９
０
万
８
千
円
で
形
式
収
支
額
は

２
，
５
０
２
万
８
千
円
の
不
足
と
な
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
翌
年
度
に
繰
越
す

繰
越
明
許
費
繰
越
額
は
68
万
２
千
円
を

加
え
た
実
質
収
支
額
は
２
，
５
７
１
万

円
の
不
足
と
な
り
、
翌
年
度
の
歳
入
よ
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り
２
，
５
７
１
万
円
を
繰
上
げ
充
用
し

ま
し
た
。

議
案
第
76
号

平
成
18
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
老
人
保

健
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て　

認
定

▼
議
案
第
76
号
は
、
平
成
18
年
度
か
す
み
が

う
ら
市
老
人
保
健
特
別
会
計
の
決
算
額

で
歳
入
総
額
32
億
１
，
５
９
４
万
５
千

円
、
歳
出
総
額
31
億
３
，
０
２
４
万
円

で
実
質
収
支
額
は
８
，
５
７
０
万
５
千

円
の
決
算
額
で
す
。

議
案
第
77
号

平
成
18
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
下
水
道

事
業
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

認
定

▼
議
案
第
77
号
は
、
平
成
18
年
度
か
す
み

が
う
ら
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
で
は

歳
入
総
額
15
億
１
，
３
４
０
万
６
千
円
、

歳
出
総
額
15
億
１
，
１
８
６
万
３
千
円

で
形
式
収
支
額
は
１
５
４
万
３
千
円
。

こ
の
う
ち
翌
年
度
に
繰
越
す
繰
越
明
許

費
繰
越
額
24
万
４
千
円
を
差
引
い
た
実

質
収
支
額
は
１
２
９
万
９
千
円
の
決
算

額
で
す
。

議
案
第
78
号

平
成
18
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に

つ
い
て　

認
定

▼
議
案
第
78
号
は
、
平
成
18
年
度
か
す
み
が

う
ら
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

で
は
歳
入
総
額
３
億
５
，
６
９
８
万
３
千

円
、
歳
出
総
額
は
３
億
３
，
５
３
７
万
円

で
実
質
収
支
額
は
２
，
１
６
１
万
３
千
円

の
決
算
額
で
す
。

議
案
第
79
号

平
成
18
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
土
地
取

得
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て　

認
定

▼
議
案
第
79
号
は
、
平
成
18
年
度
か
す
み
が

う
ら
市
土
地
取
得
特
別
会
計
で
は
歳
入

歳
出
と
も
１
，
９
７
０
万
１
千
円
で
す
。

議
案
第
80
号

平
成
18
年
度
か
す
み
が
う
ら
介
護
保
険
特

別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て　

認
定

▼
議
案
第
80
号
は
、
平
成
18
年
度
か
す
み

が
う
ら
介
護
保
険
特
別
会
計
で
は
歳
入

総
額
22
億
８
３
８
万
９
千
円
、
歳
出
総

額
21
億
１
，
４
５
４
万
円
で
形
式
収

支
額
は
９
，
３
８
４
万
９
千
円
。
翌

年
度
に
繰
越
す
繰
越
明
許
費
繰
越
額

16
万
８
千
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支

額
は
、
９
，
３
６
８
万
１
千
円
の
決
算

額
で
す
。

議
案
第
81
号

平
成
18
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
水
道
事
業

会
計
の
決
算
の
認
定
に
つ
い
て　

認
定

▼
議
案
第
81
号
は
、
平
成
18
年
度
市
水
道

事
業
会
計
の
決
算
で
水
道
事
業
収
益
は

11
億
１
，
１
１
７
万
円
、
水
道
事
業
費

は
10
億
６
，
４
７
３
万
４
千
円
で
す
。

議
案
第
82
号

か
す
み
が
う
ら
市
公
共
施
設
の
暴
力
団

等
排
除
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て　

可
決

▼
議
案
第
82
号
は
、
市
が
所
管
す
る
施
設

に
つ
い
て
、
暴
力
団
員
等
が
利
益
を
図

り
、
組
織
を
発
展
維
持
さ
せ
る
た
め
に
、

公
共
施
設
の
使
用
に
つ
い
て
防
止
す
る

こ
と
か
ら
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
83
号

か
す
み
が
う
ら
市
情
報
公
開
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て　

可
決

議
案
第
84
号

政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
か
す
み
が

う
ら
市
長
の
資
産
公
開
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て　

可
決

▼
議
案
第
83
・
84
号
は
、
郵
政
民
営
化
法

等
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
施
行
に

よ
り
、
日
本
郵
政
公
社
が
平
成
19
年
9

月
末
日
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
条
例
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
85
号

か
す
み
が
う
ら
市
都
市
公
園
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て　

可
決

▼
議
案
第
85
号
は
、
都
市
公
園
の
名
称
及

び
位
置
の
別
表
を
追
加
す
る
た
め
の

一
部
改
正
で
す
。

議
案
第
86
号

か
す
み
が
う
ら
市
火
災
予
防
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て　

可
決

▼
議
案
第
86
号
は
、
建
築
基
準
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
87
号

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て　

可
決

議
案
第
88
号

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て　

可
決

議
案
第
89
号

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て　

可
決

議
案
第
90
号

市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て　

可
決

議
案
第
91
号

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て　

可
決

▼
議
案
第
87
号
か
ら
議
案
第
91
号
は
、
市

道
の
認
定
・
廃
止
を
す
る
た
め
、
議
会

の
議
決
を
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
92
号

平
成
19
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）　

可
決

▼
議
案
第
92
号
は
、
平
成
19
年
度
か
す
み

が
う
ら
市
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
の
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
１
億
３
，
７
８
０
万
５
千

円
追
加
し
、
総
額
１
５
３
億
７
，

１
１
３
万
１
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

質
疑　

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
及
び
霞
ヶ

浦
・
北
浦
い
け
す
養
殖
再
編
対
策
事
業

補
助
金
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
公
室
長　

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
に

つ
い
て
は
、
土
木
費
・
都
市
計
画
費
に

充
て
る
国
庫
補
助
金
４
，
０
０
０
万
円

の
補
正
を
し
た
内
容
で
す
。

土
木
部
長　

神
立
停
車
場
線
の
木
田
余

神
立
線
と
の
接
続
部
分
で
、
ま
だ
、
改

良
が
な
さ
れ
て
い
な
い
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
東
側
の
区
間
約
２
０
０
ｍ
を
ま

ち
づ
く
り
交
付
金
の
事
業
に
よ
り
早
期

整
備
を
図
る
も
の
で
す
。
今
年
度
、
用

地
取
得
及
び
物
件
補
償
等
を
行
い
、
来

年
度
か
ら
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

環
境
経
済
部
長　

霞
ヶ
浦
の
網
い
け

す
撤
去
費
の
補
助
で
す
。
１
網
10
万
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平成19年第２回臨時会が10月18日に開催され、提出された案件（１件）を可決いたしました。

議
案
第
98
号 

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て　

可
決

▼
議
案
第
98
号
は
、
平
成
19
年
10

月
２
日
に
一
般
競
争
入
札
を
実

施
し
た
、
市
道
㋠
６
号
線
新
治

橋
橋
梁
架
設
工
事
の
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て
、
議
会
の
議

決
を
す
る
も
で
す
。
な
お
、
こ

の
契
約
案
件
に
関
し
て
は
、
工

事
期
間
は
平
成
21
年
度
ま
で
の

３
年
間
に
な
り
ま
す
。

質
疑　

最
低
制
限
価
格
設
定
及

び
応
札
業
者
数
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
部
長　

か
す
み
が
う
ら
市

最
低
制
限
価
格
設
定
方
法
取
扱

要
領
第
３
条
の
規
定
に
よ
り
設

定
い
た
し
ま
す
。
特
定
建
設
工

事
共
同
企
業
体
に
つ
い
て
１
億

円
以
上
の
工
事
ま
た
は
高
度
な

技
術
、
特
殊
な
技
能
を
要
す
る

工
事
に
つ
い
て
は
、
共
同
企
業

体
に
す
る
こ
と
の
改
正
を
い
た

し
ま
し
た
。
改
正
事
項
の
概
要

の
中
に
応
募
者
は
５
社
以
上
で

成
立
す
る
と
あ
り
ま
す
。

質
疑　

設
計
書
・
積
算
書
の
内

訳
の
公
表
は
し
な
い
の
か
伺
う
。

土
木
部
長　

金
抜
き
設
計
は
公

表
で
き
ま
す
。

質
疑　

入
札
の
時
に
業
者
か
ら

積
算
内
訳
書
は
添
付
さ
れ
て
い

る
か
伺
う
。

総
務
部
長　

応
札
し
た
業
者
か

ら
は
内
訳
書
の
提
出
を
さ
せ
て

お
り
ま
す
。

新治橋イメージ図

円
の
補
助
で
30
網
を
撤
去
す
る
の
で

３
０
０
万
円
の
内
容
で
霞
ヶ
浦
の
漁
業

組
合
へ
支
出
い
た
し
ま
す
。

議
案
第
93
号

平
成
19
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
老
人
保

健
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

可
決

▼
議
案
第
93
号
は
、
平
成
19
年
度
か
す

み
が
う
ら
市
老
人
保
健
特
別
会
計
の

歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
６
，

７
５
５
万
４
千
円
追
加
し
、
総
額

32
億
９
，
８
７
８
万
４
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

議
案
第
94
号

平
成
19
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）　

可
決

▼
議
案
第
94
号
は
、
平
成
19
年
度
か
す

み
が
う
ら
市
下
水
道
事
業
特
別
会

計
の
歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

１
，
０
５
３
万
１
千
円
追
加
し
、
総
額

９
億
９
，
２
９
２
万
７
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

議
案
第
95
号

平
成
19
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）　

可
決

▼
議
案
第
95
号
は
、
平
成
19
年
度
か
す
み

が
う
ら
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
の
歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

１
，
８
６
１
万
３
千
円
追
加
し
総
額
を

３
億
６
，
８
１
１
万
７
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

議
案
第
96
号

平
成
19
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

可
決

▼
議
案
第
96
号
は
、
平
成
19
年
度
か
す

み
が
う
ら
市
介
護
保
険
特
別
会
計

の
歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

８
９
２
万
１
千
円
追
加
し
総
額
21
億
７
，

８
５
０
万
３
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

議
長
発
議

閉
会
中
の
継
続
審
査
に
つ
い
て　

決
定

請
願
陳
情
の
審
査
結
果

請
願
第
６
号

学
童
保
育
の
拡
充
に
つ
い
て

趣
旨
採
択

▼
平
成
19
年
７
月
11
日
、
８
月
28
日
の
２

回
に
わ
た
り
委
員
会
を
開
催
し
、
各
委

員
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
質
疑
、
意
見
が
出

さ
れ
た
が
、
当
市
の
受
け
入
れ
施
設
の

状
況
、
そ
の
他
種
々
対
応
能
力
に
ま
だ

未
整
備
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
今
後
の
行

政
対
応
の
検
討
、
実
施
推
進
を
求
め
る

も
の
と
し
て
、
請
願
者
の
趣
旨
を
十
分
に

汲
み
取
る
も
の
と
し
て
、
採
決
の
結
果
は
、

趣
旨
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

請
願
第
７
号

教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
請
願

採
択



決算審査特別委員会
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1 市税
4,961,855,611円

33%

2 地方交付税交付金等
5,243,078,954円

35%

3 国県支出金
1,365,616,456円

9%

5 繰越金
592,112,483円

4%

6 諸収入
550,197,335円

4%

7 市債
2,103,700,000円

14%

平成18年度かすみがうら市一般会計決算（収入済額）

1 市税

（単位：円）

2 地方交付税
　交付金等

3 国県支出金

4 繰入金

5 繰越金

6 諸収入

7 市債

4 繰入金
192,388,724円

1%

4 繰入金
192,388,724円

1%

平成18年度かすみがうら市一般会計決算(支出済額）

1 総務関係

（単位：円）

2 保険衛生福
　祉関係

3 農林水産商
　工労働関係

4 道路河川都
　市計画関係

5 教育関係

6公債費

1 総務関係
3,203,083,642円

22%

6 公債費
1,399,062,985円

10%

2 保険衛生福祉関係
5,063,541,597円

36%

3 農林水産商工労働関係
882,336,003円

6%

4 道路河川都市
計画関係　

2,509,784,484円
18%

4 道路河川都市
計画関係　

2,509,784,484円
18%

5 教育関係
1,185,064,607円

8%

一般会計決算額【歳入】150億894万9,563円　【歳出】142億4,287万3,318円
（17年度決算額【歳入】149億9,242万6,019円【歳出】144億31万3,536円）

　平成19年第３回市議会定例会の初日、平成18年度かすみがうら市一般会計歳入歳出決算の認定、平成18
年度かすみがうら市土地取得特別会計歳入歳出決算の認定についての２議案の審査を行うため、10名の議員
で一般会計決算審査特別委員会を設置いたしました。特別委員会では、９月12日・13日、市長、教育長並
びに各担当部課長の出席を求め、慎重に審査を行い、全会一致で原案のとおり、認定されました。最終日の
本会議で報告し、賛成多数で認定されました。

一般会計決算審査特別委員会

　《委員会での審査内容の主なもの》
当初予算要求した議員研修費を支出せず、全額不用額にしたのはなぜか。
研修を実施する期間が年度末まであったので不用額としました。今後は、一般財源を確保する観点から減額補正
で対応します。
区長会の補助金について、霞ヶ浦地区は一戸あたり700円、地区割で6万5,000円から8万5,000円の歳出に
なっているが、来年はどうなるのか。
霞ヶ浦地区だけに補助しているもので合併後３年が経過しているため、区長会の役員会の中でも20年度は廃止す
る方向で説明しています。
コミュニティーバスの運行事業について、停留所以外で乗り降りさせることは規約に違反していないのか。また、
過剰なサービスとなっていないのか。運行の中で特定の人ばかりが使用しているように見える。
停留所以外にバスを停めて乗せることは、業者の方には指導したのですが、結果としてまた発生しているような
ので、注意いたします。運行するにあたり、土浦警察署と相談し安全を考慮した上で停留所を設置したので、徹
底していきます。
障害者福祉の扶助費3,300万円の不用額の内容は何か。
予算計上では見込で計上しました。自立支援法施行に伴い利用者の負担が増加した分、市の負担が減少しました。
農業振興費の不用額について伺う。
主だった不用額は、果樹産地総合整備事業の不用額216万1,000円、園芸施設整備事業での不用額56万3,000円で残
りは、水田営農条件整備事業の不用額です。
耐震化優先度調査委託の内容を伺う。
市内の小中学校の校舎39棟・体育館11棟が対象で調査し、耐震化の優先順位をつけました。

A

A

A

A

A

A

Q

Q

Q

Q

Q

Q



決算審査特別委員会
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特別会計決算額【歳入】112億4,960万2,329円　【歳出】110億7,192万1,002円
（17年度決算額【歳入】96億7,048万9,211円【歳出】94億311万174円）

国民健康保険　収入済額

支出済額

老人保健　収入済額

支出済額

下水道事業　収入済額

支出済額

農業集落排水事業　収入済額

支出済額

介護保険　収入済額

支出済額

土地取得　収入済額

支出済額
0 ５億 10億 15億 20億 25億 30億 35億 40億

3,954,879,899円
3,979,908,441円
3,215,944,707円

3,130,239,769円

1,513,405,671円

1,511,863,140円

356,983,450円

335,369,640円

19,701,382円
19,701,382円

2,208,388,602円
2,114,540,012円

平成18年度かすみがうら市特別会計決算（収入済額・支出済額）

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

1,111,170,717円

1,064,734,840円
99,939,700円

490,152,453円

0 20億 40億 60億 80億 100億 120億

かすみがうら市水道事業会計

水道会計　【収益的収入】11億1,117万717円　【収益的支出】10億6,473万4,840円
【資本的収入】　 9,993万9,700円　【資本的支出】　 4億9,015万453円

17年度水道会計　【収益的収入】11億3,519万2,116円　【収益的支出】10億9,147万5,228円
【資本的収入】　　 1,055万1,850円　【資本的支出】　3億9,591万7,235円

　平成18年度かすみがうら市国民健康保険、老人保健、下水道事業、農業集落排水事業、介護保険特別会計
歳入歳出決算・水道事業会計決算の認定についての審査を行うため、10名の議員で特別会計決算審査特別委
員会を設置いたしました。特別委員会では９月12日に、各担当部課長の出席を求め、慎重に審査を行い、全
議案すべて、全会一致で原案のとおり、認定されました。最終日の本会議で報告し、賛成多数で認定されました。

特別会計決算審査特別委員会

　《委員会での審査内容の主なもの》
財政徴収収入について、国では収納率が悪いとペナルティーを課せられるが減額率を伺う。
国で示している人口によっても変わるが当市では１万から５万人の被保険者にあたり、前年との収納率が87%か
ら90%未満の範囲で７％の減額、90%から95%未満の範囲で５％の減額となります。
老人保健特別会計の医療給付費について経年度的にはどうなっているのか伺う。
総額で、平成16年度32億４千万円、平成17年度32億２千万円、平成18年度は30億円です。
水道事業の経営の効率化について伺う。
第一は支出を抑えること。それから、収益を上げることです。その中には、職員では対応しにくく委託したほう
が運営しやすい業務があります。そのひとつは、料金の徴収業務で民間会社に委託しております。業務委託する
ことにより給水停止等による滞納整理を十分に実施することができます。その結果として、収納率が若干、向上
しています。過去の滞納分については、現在の滞納分と併せた金額の徴収を実施しているところです。また、職
員では対応できない専門的な機械設備についても業務委託して、できる限り故障がなく不明水を配水しない運営
の体制を執ります。

Q
A

Q
A
Q
A

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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議
題
に
な
っ
て
い
る
議
案
等
に
対
し
賛

成
・
反
対
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

○ 

議
案
第
74
号
平
成
18
年
度
か
す
み
が

う
ら
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

　

反
対
討
論

　

平
成
18
年
度
決
算
に
つ
い
て
言
え
る

こ
と
は
こ
の
入
札
制
度
の
改
革
に
よ
っ

て
市
の
財
政
に
多
大
な
メ
リ
ッ
ト
を

与
え
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
実
質
収

支
に
関
す
る
調
書
か
ら
平
成
18
年
度
の

実
質
収
支
額
は
７
億
１
，
８
０
０
万
で

平
成
17
年
度
は
、
５
億
８
，
１
０
０
万

円
で
あ
り
、
そ
の
差
額
は
１
億
３
，

７
０
０
万
で
あ
り
ま
し
た
。
入
札
に
お

け
る
落
札
差
金
が
全
体
で
２
億
円
以
上

生
み
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
一

般
会
計
工
事
費
に
お
け
る
不
用
額
は

１
億
４
，
０
０
０
万
円
と
試
算
さ
れ
、

入
札
談
合
を
な
く
せ
ば
財
政
上
の
効
果

が
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
訳
で
あ
り

ま
す
。
実
質
収
支
比
率
に
つ
い
て
通
常

黒
字
幅
が
３
%
か
ら
５
%
が
望
ま
し
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
か
す
み
が
う
ら

市
は
平
成
17
年
度
が
5
.
9
%
平
成
18

年
度
が
7
.
3
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

５
%
以
上
の
余
剰
が
出
て
い
る
自
治
体

は
本
来
計
画
す
べ
き
費
用
を
使
わ
な

か
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
分
を

住
民
の
負
担
の
軽
減
に
充
て
る
べ
き
で

す
。
入
札
制
度
の
改
革
で
は
、
一
般
会

計
工
事
費
に
お
け
る
不
用
額
１
億
４
，

０
０
０
万
円
の
う
ち
一
般
財
源
分
と
し

て
使
え
る
の
が
２
，
４
０
０
万
円
程

度
だ
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
財

源
は
自
治
体
本
来
の
福
祉
増
進
に
こ

そ
活
用
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。
１
，

８
０
０
万
円
あ
れ
ば
乳
幼
児
医
療
費
の

無
料
制
度
に
お
け
る
所
得
制
限
の
撤
廃

が
で
き
ま
す
。
特
別
会
計
分
も
含
め
れ

ば
子
育
て
奨
励
金
を
2
万
円
に
戻
す
こ

と
も
で
き
る
は
ず
で
す
。
平
成
18
年
度

の
予
算
は
福
祉
と
教
育
を
切
り
捨
て
る

最
悪
の
予
算
だ
と
指
摘
い
た
し
ま
す
。

平
成
18
年
度
に
な
っ
て
教
育
予
算
が
一

律
に
カ
ッ
ト
さ
れ
、
事
務
用
消
耗
品
が

不
足
す
る
状
態
で
あ
り
ま
し
た
。

　

日
本
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
達
の
教

育
に
日
常
的
な
事
務
費
で
し
わ
寄
せ
を

す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
不
用
額
を

精
査
し
て
学
校
現
場
の
実
態
か
ら
出
発

し
た
教
育
予
算
の
充
実
を
図
る
よ
う
求

め
ま
す
。
合
併
し
た
自
治
体
の
財
政
は

縮
小
す
べ
き
な
の
に
実
際
に
は
特
例
債

分
だ
け
膨
れ
上
が
る
公
共
施
設
を
増
や

し
て
地
方
債
残
高
が
急
増
し
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
本
来
国
や
県
の
補
助
で
で
き

る
道
路
・
橋
梁
建
設
も
合
併
特
例
債
で

肩
代
わ
り
す
る
な
ど
新
市
建
設
計
画
事

業
は
合
併
協
議
で
の
約
束
だ
と
し
て
無

駄
使
い
だ
と
市
民
か
ら
批
判
さ
れ
て
も

事
業
を
強
行
す
る
一
方
で
、
市
民
へ
の

サ
ー
ビ
ス
低
下
・
負
担
増
を
平
気
で
強

行
す
る
。
何
の
た
め
の
合
併
だ
っ
た
の

か
市
民
か
ら
批
判
が
出
る
の
は
当
然
で

す
。
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
に
つ
い

て
は
中
止
を
含
め
た
見
直
し
を
求
め
ま

し
た
。
市
民
か
ら
の
、
地
域
要
望
に

基
づ
く
施
設
で
は
な
い
箱
物
を
先
に

造
っ
て
後
で
利
用
の
拡
大
を
ど
う
す

る
の
か
を
考
え
る
と
い
う
逆
立
ち
行

政
で
す
。

○ 

議
案
第
74
号
平
成
18
年
度
か
す
み
が

う
ら
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

　

賛
成
討
論

　

当
市
に
お
い
て
平
成
18
年
度
は
、
入

札
制
度
の
改
革
等
に
取
り
組
み
、
数
々

の
諸
問
題
を
乗
り
越
え
、
功
を
奏
し
て

現
在
に
至
っ
て
い
る
訳
で
あ
り
、
本
議

案
は
、
ま
さ
し
く
そ
の
証
で
あ
り
ま

す
。

　

合
併
後
の
２
年
目
に
市
の
執
行
が

凍
結
し
て
し
ま
っ
た
期
間
が
あ
り
な

が
ら
も
、
市
長
と
執
行
部
が
共
に
難

局
を
乗
り
越
え
て
、
決
算
監
査
講
評

の
と
お
り
、
概
ね
適
正
に
執
行
さ
れ
、

こ
の
局
面
に
歳
入
歳
出
差
し
引
き
残

額
を
17
年
度
約
５
億
８
，
０
８
０
万

円
の
残
に
比
べ
、
18
年
度
は
７
億
１
，

７
９
４
万
７
千
円
の
黒
字
と
さ
れ
た
こ

と
は
、
起
債
の
繰
上
償
還
も
想
定
さ
れ

る
な
ど
、
地
方
交
付
税
の
減
少
に
向
け

た
紛
れ
も
な
い
評
価
す
る
べ
き
証
で
あ

り
ま
す
。
当
市
の
平
成
18
年
の
人
口
推

移
は
、
自
然
動
態
及
び
社
会
動
態
に
お

い
て
、
こ
の
地
域
か
つ
て
な
い
１
９
８

人
も
の
減
少
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
と

こ
ろ
が
、
決
算
の
質
疑
で
説
明
の
あ
り

ま
し
た
と
お
り
、
税
源
移
譲
が
ま
だ
算

入
さ
れ
な
い
市
民
税
が
お
よ
そ
１
億
円

の
増
収
、
法
人
税
も
お
よ
そ
１
億
の
増

収
、
固
定
資
産
税
に
お
い
て
も
お
よ
そ

８
千
万
円
の
増
収
と
な
り
、
人
口
も
平

成
19
年
４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
、
前

年
比
１
３
４
人
の
増
加
、
１
９
８
世

帯
の
増
加
と
現
れ
て
い
ま
す
。
歳
出

面
で
は
、
少
子
高
齢
化
に
対
応
す
べ

く
福
祉
関
係
で
は
民
生
費
に
お
い
て
、

障
害
者
自
立
支
援
法
が
適
用
開
始
さ

れ
た
年
度
に
も
関
わ
ら
ず
、
問
題
な

く
公
平
公
正
に
執
行
さ
れ
て
１
億
１
，

３
３
９
万
２
，
１
７
７
円
を
節
減
さ
れ

ま
し
た
。
土
木
費
に
お
い
て
は
前
年

度
決
算
、
１
，
６
７
５
万
５
５
５
円
の

不
用
額
に
比
べ
、
今
年
度
は
１
億
３
，

１
４
８
万
７
，
２
４
８
円
が
不
用
額
と

さ
れ
、
市
長
の
入
札
制
度
改
革
の
成
果

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
議

案
第
74
号
の
平
成
18
年
度
一
般
会
計
決

第
３
回
定
例
会
討
論



討　論
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算
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
歳
入
の
自
主

財
源
が
ま
す
ま
す
厳
し
い
折
、
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
、
歳
出
削
減
に

努
め
た
布
石
と
し
て
、
さ
ら
に
は
市
政

の
巻
き
直
し
を
図
ら
れ
た
足
跡
と
し
て

賛
成
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

○ 

議
案
第
75
号
平
成
18
年
度
か
す
み
が

う
ら
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

反
対
討
論

　

議
案
第
75
号
平
成
18
年
度
か
す
み
が

う
ら
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
反
対
の
立

場
で
討
論
を
い
た
し
ま
す
。
保
険
料
が

高
す
ぎ
て
払
え
な
い
と
い
う
の
が
滞
納

の
大
き
な
要
因
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

滞
納
額
が
６
億
円
、
収
納
率
の
低
下
に

よ
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
で
国
か
ら
の
財
政

調
整
交
付
金
が
約
２
千
万
円
減
額
さ
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
審
議
の
中
で

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
国
保
会
計
の

改
善
が
急
務
で
あ
り
ま
す
。
滞
納
保
険

料
の
引
き
上
げ
の
悪
循
環
に
陥
っ
て
い

ま
す
。
特
に
旧
霞
ヶ
浦
町
地
区
は
合
併

前
の
駆
け
込
み
的
な
値
上
げ
で
負
担
が

重
く
な
り
、
そ
れ
が
近
年
の
急
激
な
収

入
の
落
ち
込
み
な
ど
も
影
響
し
て
滞
納

額
は
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。
不
均
一

課
税
の
是
正
と
称
し
て
再
び
値
上
げ
を

強
行
し
ま
し
た
が
霞
ヶ
浦
地
区
の
被
保

険
者
に
は
大
幅
な
値
上
げ
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
保
険
証
交
付
に
つ
い
て
資
格

証
明
書
の
発
行
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と

は
評
価
さ
れ
ま
す
が
、
一
方
で
保
険
証

を
も
ら
っ
て
い
な
い
世
帯
が
７
２
５
件

と
言
う
深
刻
な
事
態
も
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
平
成
18
年
度
は
当
初
予
算
と

決
算
の
違
い
が
大
き
す
ぎ
ま
す
。
保
険

料
の
値
上
げ
を
前
提
に
し
た
予
算
で

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
今
回
は

国
保
運
営
協
議
会
の
あ
り
方
が
問
わ
れ

て
い
ま
す
。
国
保
運
営
協
議
会
で
の
十

分
な
審
議
と
そ
の
内
容
の
公
開
を
求
め

ま
す
。
そ
し
て
今
後
は
市
民
に
国
保
特

別
会
計
の
財
政
が
わ
か
る
よ
う
に
情
報

を
公
開
す
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。
滞

納
者
の
増
加
は
も
は
や
収
納
対
策
で
は

限
界
が
来
て
い
ま
す
。
滞
納
の
大
部
分

は
所
得
が
50
万
円
未
満
の
世
帯
で
件
数

が
１
，
５
４
５
件
約
68
％
を
占
め
滞
納

累
計
額
が
２
億
６
千
万
円
金
額
で
46
％

を
占
め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
以
上
の
滞

納
状
況
の
悪
化
を
な
く
す
に
は
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
を
大
幅
に
増
や
し
保

険
料
の
値
下
げ
を
行
う
こ
と
や
、
減
免

制
度
の
周
知
徹
底
と
運
用
の
改
善
、
制

度
の
拡
充
な
ど
を
図
る
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
以
上
を
以
っ
て
反
対
の

討
論
と
い
た
し
ま
す
。

○ 

議
案
第
75
号
平
成
18
年
度
か
す
み
が

う
ら
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

賛
成
討
論

　

こ
の
制
度
の
バ
ラ
ン
ス
崩
壊
を
正
す

た
め
に
、
国
に
お
い
て
抜
本
的
な
改
善

策
を
思
案
し
、
苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
当
市
の
人
口
構
成
に
お

い
て
、
65
歳
以
上
の
割
合
は
、
20
年
前

に
は
10
％
強
、
10
年
前
に
は
15
％
、
そ

し
て
現
在
は
20
％
を
越
え
て
い
ま
す
。

当
市
の
社
会
保
険
加
入
世
帯
と
し
て
、

国
民
健
康
保
険
は
３
分
の
２
の
加
入
を

占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
急
激
な

高
齢
化
に
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は

歳
入
不
足
の
悲
鳴
を
上
げ
て
い
ま
す
。

そ
の
歳
入
不
足
の
穴
埋
め
と
し
て
、
各

社
会
保
険
者
の
共
通
財
産
で
も
あ
る
一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
も
余
儀
な
く

さ
れ
、
さ
ら
に
は
、
基
金
を
も
取
り
崩

し
、
平
成
19
年
度
の
予
算
か
ら
も
繰
上

充
用
さ
れ
、
国
保
会
計
へ
充
当
し
て
い

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
状
況
を
全

て
の
市
民
に
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
今

後
、
国
民
健
康
保
険
税
を
さ
ら
に
値
上

げ
す
る
の
か
、
若
し
く
は
、
保
険
給
付

費
の
療
養
諸
費
用
を
抑
え
る
べ
く
、
受

診
者
の
負
担
割
合
を
増
や
す
の
か
、
給

付
対
象
を
さ
ら
に
制
限
す
る
の
か
、
平

成
20
年
４
月
か
ら
始
ま
る
新
し
い
高
齢

者
医
療
制
度
を
踏
ま
え
、
市
民
共
々
考

え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
議
案
第
75

号
18
年
度
国
保
特
別
会
計
の
痛
ま
し
い

決
算
内
容
を
次
世
代
の
社
会
の
た
め
に

も
、
試
金
石
な
ら
ぬ
、
反
面
教
師
の
戒

め
と
し
て
賛
成
し
、
今
後
、
我
々
の
社

会
保
障
制
度
を
地
方
自
治
体
と
し
て

も
、
十
分
に
論
議
を
重
ね
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

○ 

議
案
第
77
号
か
す
み
が
う
ら
市
下
水

道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

　

反
対
討
論

　

一
般
質
問
で
も
公
共
下
水
道
の
あ
り

方
を
問
題
に
致
し
ま
し
た
が
、
当
初
予

算
の
３
月
で
も
昨
年
３
月
の
反
対
討
論

で
は
公
共
料
金
が
高
い
、
原
因
は
ま
ず

第
一
に
建
設
コ
ス
ト
が
高
い
、
そ
し
て

第
二
に
非
効
率
的
な
下
水
道
建
設
工

事
、
こ
れ
は
国
や
県
の
公
共
工
事
政
策

が
そ
の
要
因
だ
と
考
え
ま
す
が
、
人
口

に
見
合
わ
な
い
事
業
計
画
が
あ
る
。
そ

し
て
第
三
に
公
正
な
取
引
を
阻
む
談
合

構
造
に
よ
っ
て
高
値
で
落
札
を
す
る
、

こ
う
い
う
建
設
コ
ス
ト
が
高
け
れ
ば
管

理
運
営
費
に
跳
ね
返
る
、
結
果
と
し
て

受
益
者
負
担
能
力
を
超
え
る
公
共
料
金

と
な
っ
て
い
る
と
指
摘
を
い
た
し
ま
し

た
。
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
称
し
て
本
来
の

公
共
下
水
道
の
あ
り
方
か
ら
脱
し
て
住

民
の
要
求
に
基
づ
い
た
下
水
道
事
業
で

あ
っ
た
の
か
、
公
共
工
事
の
た
め
の
工

事
で
は
な
か
っ
た
の
か
、
今
検
証
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
１
戸
あ
た
り
の
建
設
費
用
が
莫

大
で
あ
り
ま
す
。
行
政
の
計
画
段
階
と

実
施
過
程
に
お
け
る
途
中
で
の
検
証
が

不
十
分
な
ま
ま
進
行
し
て
し
ま
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
こ
れ
が
平
成
18
年
度
中

佐
谷
の
下
水
道
建
設
費
用
は
１
戸
あ
た

り
１
千
万
円
と
い
う
事
態
を
も
た
ら
し
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ま
し
た
。
こ
れ
を
繰
り
返
し
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

　

平
成
18
年
度
一
般
会
計
決
算
に
お
い

て
、
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
に
多
額
の

不
用
額
を
出
し
て
い
ま
す
が
、
費
用
対

効
果
を
考
え
れ
ば
今
後
は
合
併
浄
化
槽

の
推
進
を
図
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

抜
本
的
な
対
策
を
求
め
て
、
反
対
討
論

と
し
ま
す
。

○ 

議
案
第
78
号
か
す
み
が
う
ら
市
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
に
つ
い
て

　

反
対
討
論

　

下
水
道
会
計
や
農
集
排
水
会
計
へ
の

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
が
増
え
、
経

常
収
支
比
率
を
押
し
上
げ
る
一
因
と

な
っ
て
お
り
、
下
水
道
建
設
及
び
農
集

排
水
会
計
に
充
て
ら
れ
た
膨
大
な
地
方

債
、
こ
の
元
利
償
還
金
が
実
質
公
債
比

率
を
上
げ
る
理
由
に
な
る
な
ど
、
財
政

へ
の
影
響
が
無
視
で
き
ま
せ
ん
。
審
議

の
中
で
、
加
入
が
進
ま
な
い
こ
と
が
、

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
実
態
に
あ
っ

た
積
極
的
な
融
資
策
な
ど
の
加
入
促
進

の
打
開
策
が
な
け
れ
ば
、
一
層
深
刻
な

決
算
が
続
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
加
入
で
き
な
い
理
由
・
原
因
を
徹

底
的
に
調
査
分
析
し
て
、
そ
の
対
応
を

求
め
、
反
対
討
論
と
し
ま
す
。

○ 

議
案
第
81
号
か
す
み
が
う
ら
市
水
道
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て

　

反
対
討
論

　

水
道
工
事
入
札
に
お
い
て
昨
年
は
市

道
㋠
６
号
線
迂
回
路
工
事
に
伴
う
送
水

管
仮
設
・
布
設
替
工
事
に
つ
い
て
、
官

製
談
合
と
疑
わ
れ
る
入
札
が
行
な
わ
れ

た
。
な
ぜ
応
札
業
者
が
２
社
だ
っ
た

か
。
再
入
札
の
応
札
業
者
は
１
社
・
共

同
企
業
体
方
式
、
点
数
の
低
い
業
者
が

参
加
で
き
る
よ
う
に
枠
を
拡
大
し
た
と

い
う
が
実
際
的
に
は
、
抜
き
打
ち
的
に

方
式
を
変
え
る
や
り
方
で
し
た
。
公
平

な
入
札
だ
っ
た
と
は
と
て
も
言
え
ま
せ

ん
。
市
の
水
道
会
計
か
ら
、
給
水
単
価

は
、
今
２
２
３
円
／
１
㎥
あ
た
り
で
給

水
原
価
は
２
５
６
円
で
あ
り
ま
す
。
33

円
の
赤
字
で
、
原
水
及
び
浄
水
費
の
占

め
る
割
合
が
年
々
増
加
し
て
、
平
成
16

年
度
は
2
9
.
４
％
だ
っ
た
の
が
、
平

成
18
年
度
で
は
35
％
と
上
昇
。
企
業
努

力
が
県
の
押
し
付
け
ら
れ
た
購
入
水
に

よ
っ
て
水
の
泡
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

県
か
ら
押
し
付
け
ら
れ
た
水
量
、
購
入

水
と
の
認
識
が
市
当
局
に
は
足
り
ま
せ

ん
。
県
か
ら
の
供
給
水
量
問
題
は
、
市

の
水
道
会
計
事
業
か
ら
は
避
け
て
通
れ

な
い
問
題
で
あ
り
ま
す
。
水
量
契
約
の

変
更
は
急
務
だ
と
考
え
ま
す
。

　

地
下
水
の
大
い
な
る
利
活
用
が
市
民

の
暮
ら
し
に
と
っ
て
安
く
て
お
い
し
い

水
道
水
の
供
給
と
な
り
ま
す
。
土
浦
市

議
会
で
は
今
年
の
６
月
、
県
か
ら
購
入

し
て
い
る
契
約
水
量
の
引
き
下
げ
を
求

め
て
県
に
意
見
書
を
提
出
い
た
し
ま
し

た
。
現
況
を
考
え
れ
ば
契
約
の
引
き
下

げ
を
検
討
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ

基
本
水
量
10
㎥
を
５
㎥
に
変
え
て
欲
し

い
と
言
う
住
民
か
ら
の
切
実
な
訴
え
が

あ
り
ま
す
。
当
市
に
お
い
て
は
仮
に
５

㎥
を
基
本
水
量
と
し
て
基
本
料
金
を

１
千
円
と
し
６
㎥
〜
10
㎥
ま
で
の
超
過

料
金
を
１
㎥
当
た
り
２
０
０
円
で
試
算

す
る
と
月
額
４
５
０
万
円
の
財
源
が
必

要
だ
と
言
い
ま
す
。
水
道
会
計
に
一
定

の
改
善
が
見
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
。
未

処
分
利
益
剰
余
金
１
億
２
，
４
５
３
万

円
は
借
金
返
済
の
積
立
金
に
す
る
の
で

は
な
く
、
市
民
に
還
元
す
べ
き
だ
と
考

え
ま
す
。
ぜ
ひ
基
本
水
量
10
㎥
を
５
㎥

に
変
え
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

　

ま
た
、
合
併
特
例
債
事
業
と
し
て
、

土
浦
か
ら
供
給
を
受
け
て
い
る
土
浦
・

千
代
田
工
業
団
地
内
の
水
を
か
す
み
が

う
ら
地
区
か
ら
供
給
す
る
た
め
に
、
配

水
管
延
長
事
業
は
ム
ダ
な
事
業
で
あ
っ

た
こ
と
を
指
摘
し
、
反
対
討
論
と
し
ま

す
。

○ 

議
案
第
81
号
か
す
み
が
う
ら
市
水
道

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ

い
て

　

賛
成
討
論

　

安
全
な
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
こ

と
が
水
道
事
業
の
目
的
で
も
あ
り
、
使

命
で
も
あ
る
と
確
信
す
る
と
こ
ろ
で

す
。
平
成
18
年
度
決
算
に
お
け
る
市

の
水
道
水
の
供
給
体
制
は
、
県
の
企

業
局
か
ら
は
全
体
の
40
％
に
あ
た
る

１
８
０
万
㎥
を
購
入
し
、
地
下
水
と
併

せ
て
市
内
に
給
水
し
て
い
る
状
況
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
購
入
水
の
費
用
は
、
水

道
事
業
の
経
営
に
影
響
を
さ
せ
て
い
る

よ
う
で
す
。
近
い
将
来
に
は
、
地
盤
沈

下
の
要
因
と
も
思
わ
れ
る
地
下
水
の
取

水
に
つ
い
て
、
そ
の
規
制
も
厳
し
く
な

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
安
全
で
安
心
な
水

を
安
定
し
て
供
給
す
る
た
め
に
は
、
県

計
画
と
し
て
の
企
業
局
の
水
を
十
分
視

野
に
入
れ
て
い
く
こ
と
が
、
重
要
だ
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
老
朽
施
設
の
更
新
や
改
修

等
の
課
題
も
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
水

道
事
業
の
運
営
と
し
て
は
、
切
り
詰
め

た
経
営
に
よ
り
経
費
を
削
減
し
、
わ
ず

か
な
が
ら
も
収
益
を
増
収
で
き
た
こ
と

は
、
そ
の
努
力
の
成
果
だ
と
確
認
し
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
一
環

を
担
う
べ
く
、
一
層
の
経
営
基
盤
の
確

立
に
努
力
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
本

決
算
に
賛
成
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

討　論



委員会付託案件の審査

（10）

【付託案件】
・かすみがうら市都市公園条例の一部改正について
・市道路線の認定（４件）について
・市道路線の廃止について
・平成19年度かすみがうら市一般会計補正予算（第２号）
・平成19年度かすみがうら市下水道事業特別会計補正予算（第２号）
・平成19年度かすみがうら市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）

【審査内容】
Ｑ：都市公園条例の一部改正については、今までいろいろな事業で整備をしてきた公園が、別表のように都市公園に

位置付けするのか伺う。
Ａ：かすみがうら市都市公園等の設置及び管理に関する条例ということで、題名も改正する内容であります。第２常陸

野公園は調整区域に設置されている公園ですので、別表の中に含めて、包括的にこの条例の中で管理いたします。
Ｑ：7、8款の報償費の指定管理者選定委員はどのようなメンバーで組織するものなのか伺う。
Ａ：外部委員で３名です。
Ｑ：土木費の街路事業費の補正内容について伺う。
Ａ：神立停車場線の用地取得です。取得については土地開発公社を活用してきましたが、事業の早期完了のため、今

回、直接買収に切り替えての補正内容です。

産業建設委員会

【審査内容】
Ｑ：診療報酬の点検員が委託の補正について伺う。
Ａ：当初は、賃金で計上しておりました。生活保護関係のレセプト点検で、月に２日の勤務で日額6,640円の賃金で

依頼していたのですが点検員が退職したため予算計上しました。期間は、10月から来年の３月までです。
Ｑ：教育費の補正予算で理科支援委員等謝礼について伺う。
Ａ：理科が得意な人材を小学校高学年の授業に活用し、観察・実験等における教員の支援や先端科学技術に関する実

験等の演示・体験活動などをサポートする先生です。
Ｑ：介護保険特別会計補正予算で第１号保険者保険料還付金について伺う。
Ａ：年金額18万円以上の第１号被保険者保険料については、特別徴収として年金から天引きされるが保険料の納入

は、１年を６期に分けて、２箇月分を納入しますが、その途中、転出・死亡された192名の方に対し、１箇月分
の保険料を返還します。それに伴って社会保険庁から年度経過後に請求があり支払う内容であります。

文教厚生委員会
【付託案件】
・平成19年度かすみがうら市一般会計補正予算（第２号）
・平成19年度かすみがうら市老人保健特別会計補正予算（第２号）
・平成19年度かすみがうら市介護保険特別会計補正予算（第２号）
・教育予算の拡充を求める請願

【審査内容】
Ｑ：補正予算の中で新市主要プロジェクト調査業務について伺う。
Ａ：広く首都圏より市に訪れる方を増員すること、ブランド化を目指すということが事業の内容になります。このた

め、市への観光客となる交流人口の増加を図るものです。
Ｑ：地域集会施設整備費補助金について、市街化区域においては新規に集会施設を設置するには困難な状態があると

考えるが、公平性の視点からどのように考えるか伺う。
Ａ：公共施設の会議室等を利用することは可能かと思います。
Ｑ：地域集会施設整備費補助金について、補助率が２分の１ということであるが、上限額は設けているのか。
Ａ：上限額は1,275万円としております。

総務委員会
【付託案件】
・かすみがうら市公共施設の暴力団等排除に関する条例の制定について
・かすみがうら市情報公開条例の一部改正について
・政治倫理の確立のためのかすみがうら市長の資産等の公開に関する条例の一部改正について
・かすみがうら市火災予防条例の一部改正について
・平成19年度かすみがうら市一般会計補正予算（第２号）

▲観光帆引き船

▲学校理科準備室

▲整備途中の神立停車場線



一般質問

（11）

の
確
立
と
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
、

地
元
農
産
物
を
使
っ
た
新
商
品

開
発
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
関
係
機
関
か
ら
の
協
力
を

受
け
、
農
業
関
係
者
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
農
産
物
の
加
工

品
の
開
発
・
検
討
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
市
長　

地
産
地
消
の
推
進

と
、
加
工
品
と
し
て
の
流

通
を
促
進
す
る
た
め
、
市
と
し

て
も
農
産
物
の
加
工
品
の
取
り

組
み
へ
の
支
援
を
積
極
的
に
行

う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
３
箇
年
事
業
と

し
て
、
県
の
新
市
町
主
要
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
美
味
多
彩

湖
山
の
宝
発
掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
取
り
組
み
、
果
樹
振
興
地
域

　
下
水
道
の
接
続
加
入
促
進

に
つ
い
て
伺
う
。

　
土
木
部
長　

今
年
度
も
未

接
続
の
職
員
に
対
し
、
官

に
携
わ
る
者
と
し
て
充
分
に
事

業
の
趣
旨
を
理
解
し
て
い
た
だ

き
早
期
に
加
入
さ
れ
る
よ
う
個

別
面
談
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
推
進
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に

つ
い
て
伺
う
。

圓
城
寺
正
道 

議
員

A A

個
別
推
進
を
実
施
し
ま
す

官
に
携
わ
る
者
の
下
水
道
接
続
の
進
捗
状
況
は

質 問 事 項
1. 一般行政について
　（1）給食関係について
2. 下水道関係について
　（1）加入について
3. 教育行政について
　（1）部活導入の必要性について
　（2）倫理教育について
4. 農業行政について
　（1）農産物のブランド化について
　（2）GAP（Good Agricultural Practice）の認定について

▲下水道管の埋設工事

A

▲早期完成を要望している千代田石岡バイパス

古
橋　

智
樹 

議
員

A

緊
縮
財
政
を
踏
ま
え
検
討
委
員
会
を
設
置

合
併
特
例
債
事
業
の
見
直
は

質 問 事 項
1. 合併特例債について（1）事業見直しの検討・協議の状況と結
果について（2）見直し検討・協議の方法と報告について

　（3）見直し提言による事業変更の意思について
2. 事業編成について（1）地方財政改革に応じた事業の効果から
採算への移行について（2）財源の担保となる事業の優先執行
について（3）次世代に引き継ぐ新たな価値観と質感の取り組
みについて（4）国・県の予算編成に対する当市の事業にかか
る提案要求と定期公表について

3. 環境行政について（1）鶏糞炭化装置の見極めと今後の対応に
ついて

4. 教育行政について（1）中学校部活動顧問の専門性と多様化す
る生徒の校外活動の評価について

に
つ
い
て
伺
う
。

　
市
長　

国
・
県
へ
の
予
算
要
望

は
、
市
と
し
て
各
期
成
同
盟
や

協
議
会
の
構
成
員
と
し
て
当
該
事
業

の
早
期
着
工
、
完
成
を
求
め
る
陳
情
、

要
望
を
例
年
実
施
を
し
て
い
る
公
式

の
も
の
と
非
公
式
の
も
の
と
両
方
が

あ
り
ま
す
。
国
も
県
も
財
政
が
厳
し

い
中
で
、
地
域
の
特
色
に
あ
っ
た
形

で
支
援
を
い
た
だ
く
た
め
地
域
の
実

情
も
訴
え
な
が
ら
積
極
的
に
要
望
、

陳
情
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
認
識
し
、
今

後
も
財
政
予
測
し
、
各
種
の
事
務
事

業
費
の
精
査
を
行
い
、
基
本
的
に
は

着
手
し
た
事
業
は
早
急
に
遂
行
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
、
事
業
計
画
の

検
証
を
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。
な
お
、

合
併
特
例
債
事
業
に
つ
い
て
は
、
内
部

的
な
検
討
組
織
の
中
で
個
別
事
業
を

検
証
し
た
上
、
議
会
に
お
い
て
協
議
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
財
源
施
策
の
国
や
県
に
対
し

て
の
要
望
事
項
を
示
す
考
え

　
合
併
特
例
債
事
業
の
見
直
し
に

つ
い
て
伺
う
。 

　
市
長　

合
併
特
例
債
事
業
に
つ

い
て
は
、
新
市
建
設
計
画
に
基

づ
き
議
決
事
項
と
し
て
推
進
し
た
経

過
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
財
政
予
測

を
行
い
、
併
せ
て
各
種
の
事
務
事
業

費
の
精
査
を
行
い
、
事
業
計
画
の
検

証
を
す
べ
き
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
の
財
政
状
況
は
、
税
源
移
譲

が
あ
っ
た
も
の
の
一
般
財
源
は
減
少
傾

向
に
あ
る
中
で
財
政
運
営
を
し
な
け

A

A

Q QQQ

Q

Q



一般質問

（12）

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
の
声
に
真
摯
に
応
え
よ
う

と
い
う
、
議
会
と
し
て
の
的
確
な
英

断
を
、重
く
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
議
員
報
酬
問
題
を
契
機
と
し

て
、
行
政
責
任
者
と
し
て
、
初
心
に

立
ち
返
り
、
市
民
相
互
の
信
頼
回
復

と
市
民
融
和
の
一
層
の
向
上
、
さ
ら

に
、
か
す
み
が
う
ら
市
の
飛
躍
・
発

展
に
向
け
て
、
新
た
な
視
線
で
行
政

運
営
に
邁
進
し
た
い
と
決
意
を
新
た

に
し
て
お
り
ま
す
。

周
辺
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
を
最
小
限

に
と
ど
め
る
た
め
に
適
切
な
施
設
整

備
及
び
管
理
体
制
の
確
立
を
積
極
的

に
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
協
定
書
を
遵
守
す
る
よ
う
指

導
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
議
員
の
報
酬
問
題
と
署
名
活

動
に
つ
い
て
伺
う
。

　
市
長　

議
会
議
員
の
報
酬
問

題
に
関
し
て
は
、
議
会
初
日

の
冒
頭
に
、議
会
の
総
意
を
以
っ
て
、

改
正
前
に
戻
す
形
で
、
提
案
・
可
決

　
大
型
養
鶏
場
の
悪
臭
対
策
装

置
が
６
月
中
に
稼
動
す
る
は

ず
だ
っ
た
が
。

　
環
境
経
済
部
長　

６
月
中
に

は
乾
燥
装
置
が
稼
動
す
る
と

企
業
か
ら
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
が
、

現
在
に
お
い
て
も
本
格
稼
動
さ
れ
て

い
な
い
状
況
で
す
。

　

今
後
の
対
応
に
つ
き
ま
し
て
は
、

石
岡
市
、
か
す
み
が
う
ら
市
、
つ
く

ば
フ
ァ
ー
ム
の
三
者
間
に
お
い
て
、

協
定
書
を
締
結
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

栗
山　

千
勝 

議
員

A A

協
定
書
を
遵
守
す
る
よ
う
指
導
し
ま
す

悪
臭
対
策
装
置
は
６
月
に
稼
動
で
は
な
い
か

質 問 事 項
1. 財政問題
　（1）10 年先までの本市の財政状況について
2. 生活環境について
　（1） 隣接する石岡市の大型養鶏場からの悪臭対策装置が、

６月中に稼動するはずが、いまだに稼動されないが、
市の対応策について

3. 職員教育
　（1）指導管理の基本姿勢について
　（2）職員の研修計画について
4. 行政問題
　（1）議員報酬問題と署名活動について

▲大型養鶏場外観

▲稲を食害するジャンボタニシの稚貝

桂
木　

庸
雄 

議
員

A

関
係
機
関
と
協
議
し
予
防
策
・
殺
貝
に
務
め
ま
す

霞
ヶ
浦
沿
岸
の
水
田
の
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
被
害
対
策
は

質 問 事 項
1. 農業行政について（1）遊休地の有効利用の対応は（2）霞ヶ浦
周辺の水田におけるスクミリンゴガイ（ジャンボタニシ）の対
策は（3）品目横断的経営安定対策について

2. 福祉行政について（1）各地の路線バス廃止に伴う、高齢者・
交通弱者への本市の対応は

3. 社会資本の整備について（1）市内全域の高速インターネット
の開通の対応は

4. 教育行政について（1）道徳教育のリーフレット型資料の活用
について（2）学力アップに効果的な事項についての取り組み
は（3）中学生に「うつ状態」（調査結果）の生徒の対策は（4）
放課後子どもプランの対応について

準
備
を
、
現
在
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
関
係
機
関
と
の
連
携

や
情
報
収
集
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
本
年
度
を
試
行
期
間
と
し

て
お
り
ま
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
さ
ら
な
る
利
便
性
の
向
上
や
、

福
祉
対
策
と
し
て
実
施
し
て
い
る

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業
の

利
用
促
進
な
ど
、
高
齢
者
を
は
じ

め
と
す
る
交
通
弱
者
へ
の
対
応
に

つ
い
て
、
よ
り
良
い
具
体
策
等
を

検
討
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
へ
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
防
除
に
つ

い
て
の
資
料
を
回
覧
に
よ
り
周
知
を

い
た
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
ジ
ャ
ン

ボ
タ
ニ
シ
の
被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た

め
に
、
関
係
機
関
と
の
情
報
交
換
を

よ
り
密
に
し
、
生
息
状
況
や
予
防
策
、

殺
貝
に
つ
い
て
の
周
知
に
努
め
ま
す
。

　
路
線
バ
ス
の
廃
止
に
伴
う
高

齢
者
な
ど
の
交
通
弱
者
へ
の

対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
秘
書
公
室
長　

全
県
的
な
公

共
交
通
活
性
化
会
議
の
設
立

　
霞
ヶ
浦
周
辺
の
水
田
に
お
け

る
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
（
ジ
ャ

ン
ボ
タ
ニ
シ
）
の
対
策
に
つ
い
て
伺

う
。

　
産
業
経
済
部
長　

土
地
改
良

組
合
員
に
防
除
を
お
願
い
す
る

と
と
も
に
、
堤
脚
水
路
内
の
貝
に
つ

き
ま
し
て
は
、
貝
が
寒
さ
に
弱
い
こ

と
か
ら
、
冬
季
に
浚
渫
工
事
を
施
工

い
た
し
ま
す
。
駆
除
方
法
は
、
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
か
ら
専
門
的
な

防
除
対
策
を
指
導
し
て
頂
き
農
家
の

A

A

A

Q

Q

QQ Q

Q
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と
な
り
、
先
の
琵
琶
湖
の
例
か

ら
も
、
地
方
交
付
税
の
交
付
額

は
、
そ
れ
ぞ
れ
増
額
と
な
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
今
後
、

公
有
水
面
の
設
定
に
係
る
課
題

等
の
精
査
・
検
討
を
進
め
る
と

と
も
に
、
関
係
市
町
村
・
機
関

と
の
調
整
・
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
霞
ヶ
浦
に
お
け
る
市
町
村

の
境
界
の
設
定
に
つ
い
て
、
県

へ
要
望
を
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
霞
ヶ
浦
の
地
先
権
に
つ
い

て
伺
う
。

　
市
長　

霞
ヶ
浦
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
湖
面
上
の
市

町
村
の
境
界
は
未
設
定
で
あ
り
、

霞
ヶ
浦
に
係
る
交
付
税
措
置
は
、

茨
城
県
へ
の
都
道
府
県
分
の
み

が
交
付
さ
れ
ま
す
。
霞
ヶ
浦
に

お
け
る
市
町
村
の
境
界
が
設
定

さ
れ
た
場
合
に
は
、
沿
岸
の
各

市
町
村
の
面
積
が
増
え
る
こ
と

　
大
和
田
バ
イ
パ
ス
の
完
成

予
定
年
月
に
つ
い
て
伺
う
。

　
土
木
部
長　

㋕
２
６
４
４

号
線
、
通
称
大
和
田
バ
イ

パ
ス
に
つ
き
ま
し
て
は
、
建
設

計
画
で
は
平
成
22
年
３
月
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
が
、
交
通
量

の
増
大
等
に
伴
い
、
関
係
機
関

か
ら
の
要
望
に
よ
り
、
早
期
整

備
を
図
る
た
め
、
１
年
前
倒
し

の
平
成
21
年
３
月
開
通
を
目
途

と
し
て
現
在
整
備
を
進
め
て
い

古
川　

誠
一 

議
員

A A

平
成
21
年
を
目
途
に
整
備
を
進
め
ま
す

大
和
田
バ
イ
パ
ス
の
完
成
は

質 問 事 項

A

1. 跨線橋と周辺整備について
　（1）実現のための方策について
　（2）跨線橋に伴う接続道路の整備について
　（3）神立駅東口の整備について
2. 大和田バイパスと分庁舎周辺の整備について
　（1）完成予定年月日について
　（2）農振除外の計画について
　（3）雨水の流末処理について
　（4）企業誘致について
3. 霞ヶ浦地区保育所の整備、統合計画について
　（1） ２箇所統合保育所という計画だったがなぜ３箇所になった

のか

▲大和田バイパス整備状況

▲県営千代田アパート

佐
藤　

文
雄 

議
員

A

未
交
付
は
７
２
５
世
帯
、
１
，
０
８
０
名
程
で
す

国
民
健
康
保
険
証
の
交
付
状
況
は

質 問 事 項
1. 市財政について（１）財政健全化法について（2）公共下水道事業に
ついて
2. 入札制度の改善について（1）一般競争入札の拡充と改善について（2）
予定価格の事前公表について（3）市道㋠６号線迂回路工事に関わる
疑惑ついて（4）湖北環境衛生組合のし尿処理施設建設に関する談合
問題について
3. 向原土地区画整理事業について（1）保留地販売について（2）債務負
担行為の執行について
4. 水道事業について（1）県との契約水量について（2）県の地下水規制
について
5. 福祉行政について（1）国民健康保険制度について
6. 住み良いまちづくりについて（1）つくばファームの悪臭対策につい
て（2）市営住宅の必要性について

　
市
長　

現
在
、
市
内
の
公

営
住
宅
は
、
県
営
千
代
田

ア
パ
ー
ト
が
あ
り
、
管
理
戸
数
は

90
戸
で
す
が
、
空
き
室
が
ほ
と
ん

ど
な
い
無
い
状
況
で
す
。
市
営
住

宅
の
整
備
は
、
少
子
高
齢
化
社

会
に
あ
っ
て
高
齢
者
等
に
配
慮
し

た
福
祉
施
設
と
の
連
携
な
ど
、
総

合
的
な
政
策
と
し
て
展
開
す
る

こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

将
来
的
な
課
題
と
し
て
研
究
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ら
れ
た
方
に
つ
い
て
は
保
険
証

を
随
時
発
行
し
て
お
り
ま
す
。

相
談
に
見
え
ず
現
在
保
険
証
を

持
っ
て
い
な
い
者
は
７
２
５
世

帯
、
１
，
０
８
０
名
ほ
ど
お
り

ま
す
。

　
市
の
住
宅
政
策
に
つ
い

て
、
民
間
企
業
の
空
き
ア

パ
ー
ト
を
借
り
上
げ
、
母
子
家

庭
や
高
齢
者
な
ど
収
入
が
少
な

い
世
帯
に
市
営
住
宅
と
し
て
廉

価
で
貸
し
出
せ
な
い
か
伺
う
。

　
国
保
税
の
値
上
げ
に
よ
っ

て
ま
す
ま
す
滞
納
者
が
増

大
し
、
ま
と
も
に
保
険
証
を
受

領
で
き
な
い
被
保
険
者
が
う
み

だ
さ
れ
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
る
。

ま
さ
に
国
民
皆
保
険
制
度
の
崩

壊
。
保
険
証
の
交
付
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

　
市
民
部
長　

滞
納
の
あ
る

方
は
納
税
相
談
の
実
施
に

つ
い
て
通
知
を
送
付
し
、
そ
の

後
納
付
さ
れ
た
方
や
相
談
に
こ

A

AQ

Q Q

Q

QQ
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解
決
し
て
い
る
と
報
告
を
受
け
て
お
り
ま
す

が
、
人
間
関
係
の
修
復
等
の
た
め
、
継
続
的

な
観
察
や
援
助
を
進
め
る
よ
う
に
各
学
校
に

指
導
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
発
見
後
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
被
害
者
と
な
る
児
童
生
徒

を
守
る
と
い
う
こ
と
を
第
一
に
考
え
、
全
職

員
に
よ
る
事
実
の
共
有
化
、
保
護
者
へ
の
連

絡
、
関
係
機
関
と
連
携
、
い
じ
め
た
児
童
生

徒
へ
の
指
導
、
再
発
防
止
等
、
組
織
を
挙
げ

た
解
決
策
の
体
制
を
整
え
て
お
り
必
要
に
応

じ
指
導
主
事
を
派
遣
し
て
、
助
言
・
指
導
を

行
い
、
早
期
の
解
決
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

部
に
お
き
ま
し
て
も
、
学
校
施
設
の
利
用
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
方
向
に
つ
き
ま
し
て
早
急
に

検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
い
じ
め
に
つ
い
て
伺
う
。

　
教
育
長　

い
じ
め
の
現
状
は
、
１
学

期
末
の
時
点
で
小
学
校
６
件
、
中
学

校
10
件
、
学
校
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
小
学
校
で
は
、
仲
間
は
ず
れ

や
悪
口
、
中
学
校
に
お
い
て
は
、
言
葉
に
よ

る
嫌
が
ら
せ
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
は
、

　
学
童
保
育
の
充
実
に
つ
い
て
伺
う
。

　
保
健
福
祉
部
長　

今
年
度
は
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が
設
置
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
地
域
に
つ
い
て
も
整
備
を
行
っ
て

い
ま
す
。
児
童
の
受
け
入
れ
が
困
難
な
児
童

ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
地
元
の

皆
様
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
学
童
保
育
の
充
実
と
い
う
こ

と
で
請
願
が
提
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
文

教
厚
生
委
員
会
の
中
で
も
、
い
ろ
い
ろ
ご
協

議
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
、
執
行

中
根　

光
男 

議
員

A A

あ
ら
ゆ
る
施
設
の
利
用
を
検
討
し
ま
す

学
童
保
育
の
対
応
は

質 問 事 項
1. 児童福祉行政について
　（1）学童保育の充実について
2. 農業行政について
　（1）農業後継者の育成について
3. 教育行政について
　（1）シックスクール対策について
　（2） 外国語教育特区の認識と具体的な取り組みにつ

いて
　（3） 活字文化振興法に対する認識と具体的な取り組み

について
　（4）いじめについて

▲児童クラブで学習する子どもたち

A

▲造成が完了した志筑小学校建設予定地

山
内
庄
兵
衛 

議
員

A

地
元
の
住
民
の
理
解
を
得
る
対
応
を
し
ま
す

残
土
埋
め
立
て
は
地
元
の
意
見
を
聞
く
べ
き

質 問 事 項
1. 行政全般について
　（1）市長の政治姿勢について
　（2）入札について
　（3）環境問題について
　（4）教育行政について

を
含
む
全
体
設
計
に
つ
い
て
、
平
成
20
年
３
月

10
日
ま
で
の
工
期
に
お
い
て
、
実
施
設
計
業
務

の
委
託
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
特
に
、
作
業

の
中
で
、
関
係
者
と
の
協
議
や
財
源
の
調
整
作

業
は
あ
り
ま
す
が
、
年
度
末
に
は
、
事
業
費

を
含
む
全
体
の
計
画
が
明
ら
か
に
な
る
予
定

で
す
。
ま
た
、
国
か
ら
の
交
付
金
の
手
続
き
等

も
、
平
成
20
年
度
に
校
舎
の
建
築
に
着
手
し
、

平
成
21
年
度
は
屋
内
体
育
館
、
さ
ら
に
は
グ

ラ
ン
ド
の
整
備
、
平
成
22
年
度
に
プ
ー
ル
な
ど

の
整
備
を
行
い
平
成
22
年
の
４
月
開
校
を
目

指
し
て
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

に
、
事
前
協
議
を
設
け
、
周
辺
住
民
に
対
し
、

事
前
に
説
明
会
を
義
務
づ
け
て
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
元
と
協
議
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
地
元
の
住
民
の
理

解
が
第
一
と
の
観
点
に
立
ち
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
教
育
行
政
に
つ
い
て
伺
う
。

　
教
育
部
長　

志
筑
小
学
校
の
敷
地
に

関
し
て
は
、
18
年
度
事
業
と
し
て
、

造
成
工
事
を
完
了
し
ま
し
た
。
本
年
の
事
業

と
し
て
、
開
発
行
為
や
建
築
確
認
の
手
続
き

　
環
境
問
題
に
つ
い
て
伺
う
。

　
環
境
経
済
部
長　

上
佐
谷
地
内
の
建

設
残
土
を
用
い
た
土
地
の
形
状
変

更
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、 

７
月
25
日
に

開
か
れ
た
産
業
建
設
委
員
会
の
中
に
お
い
て

も
、
各
議
員
か
ら
、
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
で
す
。
地
元
と
よ
く
相
談
の
上
、
意

見
書
に
つ
き
ま
し
て
も
対
応
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
平
成
19
年
３
月
27
日
に
改
正

い
た
し
ま
し
た
、
市
の
土
砂
等
に
よ
る
土
地

の
埋
め
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
の
中

A

A Q Q

Q

Q

Q

Q



所管事務調査

（15）

○　閉会中に行われた常任委員会

総務委員会
《８月９日開催》
調査項目
１　入札制度及び契約に関する事項
２　総務委員会の所管に関する事項について
　　（1）行政評価制度の概要と進捗状況について
　　（2）人事評価制度の概要と進捗状況について
　　（3）平成19年度各市税の状況について ▲建築が進む（仮称）かすみがうら市福祉センター

文教厚生委員会
《７月11日開催》
審査項目
　請願第６号　学童保育の拡充について
《８月28日開催》
審査項目
　請願第６号　学童保育の拡充について

▲養鶏場視察風景

▲稲吉児童館

産業建設委員会
《７月25日開催》
調査項目
　１）道路整備について（跨線橋について）
　２）環境衛生及び公害に関する事項
　３）所管の予算の執行状況について



コラム

（16）

　

早
く
も
年
の
瀬
を
迎
え
る
時
節
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
一
年
は
、
否
定
的
な
事
案

に
対
す
る
報
道
が
拍
車
を
か
け
、
年
金
問

題
を
は
じ
め
に
政
治
や
行
政
に
対
す
る
関

心
が
高
ま
っ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
背
景

と
し
て
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
こ
と
に
よ

り
、
将
来
の
社
会
構
造
に
対
す
る
不
安
や

景
気
の
伸
び
悩
み
と
い
っ
た
こ
と
が
切
実

に
表
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

か
す
み
が
う
ら
市
に
お
い
て
も
、
こ
れ

ら
の
背
景
を
踏
ま
え
「
合
併
し
た
メ
リ
ッ

ト
を
地
域
に
サ
イ
ク
ル
と
し
て
構
築
さ
せ
、

市
の
価
値
を
高
め
て
健
全
な
行
政
運
営
を

図
る
」
と
い
う
当
面
の
課
題
に
、
市
議
会

と
し
て
は
、
市
民
に
代
わ
り
論
議
を
尽
く

す
こ
と
が
責
務
で
あ
り
、
市
長
と
共
に
地

域
の
将
来
を
背
負
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
り

ま
す
。

　

議
会
は
、
市
長
が
決
定
し
た
運
営
事
項

に
つ
い
て
可
否
を
行
う
こ
と
が
主
た
る
仕

事
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
可
否
を
負
う
た
め

に
も
、「
殉
難
の
士
と
な
る
真
情
と
そ
の
意

気
や
創
造
力
を
保
つ
自
活
の
バ
ラ
ン
ス
」

を
保
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

価
値
の
あ
る
可
否
を
行
う
た
め
に
、
国
や

県
、
近
隣
市
町
村
の
動
静
を
見
据
え
、
地

域
に
合
致
し
た
方
策
へ
牽
引
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
の
思
い
思
い
の
ご
意

見
が
、
市
議
会
と
し
て
ど
の
よ
う
に
表
れ

て
い
る
の
か
、
議
会
だ
よ
り
も
限
ら
れ
た

予
算
の
中
で
、
今
後
、
解
り
易
く
改
善
に

努
め
る
次
第
で
す
。
ぜ
ひ
本
会
議
の
傍
聴

に
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
編
集
委
員　

古
橋
智
樹
）

編
集
後
記

委
員
会
と
特
別
委
員
会

　

委
員
会
と
は
、
本
会
議
で
全
議
員
に
よ
っ
て
審
議

を
進
め
る
よ
り
、
議
会
の
内
部
に
複
数
の
組
織
を
設

け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
に
お
け
る
分
担
を
決
め
、

そ
の
分
担
に
し
た
が
っ
て
審
査
を
し
て
い
く
こ
と
が
、

議
会
に
と
っ
て
よ
り
能
率
的
・
効
果
的
に
審
議
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
本
会
議
の
下
審
議
機
関
を
言
い
ま

す
。
当
市
議
会
で
は
総
務
委
員
会
・
文
教
厚
生
委
員

会
・
産
業
建
設
委
員
会
の
３
つ
の
委
員
会
（
常
任
委

員
会
）
が
あ
り
自
主
的
に
調
査
を
し
た
り
、
議
会
か

ら
条
例
の
審
査
や
住
民
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
な
ど

を
審
査
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
定
例
会
や
臨
時
会
に

お
い
て
会
期
の
調
整
や
日
程
、
質
問
者
の
質
問
事
項

の
調
整
な
ど
、
議
会
の
運
営
を
円
滑
に
す
る
た
め
の

委
員
会
と
し
て
議
会
運
営
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。
特

別
委
員
会
は
、
議
会
が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
た

案
件
を
審
査
す
る
た
め
に
、
そ
の
都
度
設
置
す
る
委

員
会
で
す
。
そ
の
た
め
、
審
査
す
る
案
件
が
終
わ
れ

ば
消
滅
す
る
委
員
会
で
す
。

板
橋
区
と
の
交
流
事
業
で
稲
刈
り
・

栗
拾
い
ツ
ア
ー
を
行
う
。

　

９
月
22
日
、
市
内
の
圃
場
で
区
民
80
人

が
参
加
し
関
係
者
の
指
導
で
稲
刈
り
・
栗

拾
い
体
験
が
行
わ
れ
、
秋
空
の
下
、
さ
わ

や
か
な
汗
を
か
き
収
穫
の
喜
び
を
体
験
し

ま
し
た
。

詳しいことは，議会事務局へお問い合わせください。
電話  0299（59）2111　内線 1302
ホームページ　http://www.city.kasumigaura.ibaraki.jp/gikai/
メールアドレス　gikai@city.kasumigaura.ibaraki.jp

　

第
４
回
定
例
市
議
会
は
、
12
月
６
日
（
木
）
か
ら
開

会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
会
期
日
程
に
つ
い
て
は
、
お
知

ら
せ
版
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
本
会
議
は
ど
な
た
で
も
傍
聴
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

平
成
19
年

第
４
回
定
例
会
市
議
会
の
お
知
ら
せ


